
〈
研

究
論

文

８

〉

空
思
想
（
関

係
説
）
の
局
限
化

―
―
中
国
仏
教
受
容
期
の
事
例
か
ら
―
―

イ
ン

ド
初
期
大
乗
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で

表
明
さ
れ
た
空
思

想
（
関
係
説
）

が
、
二

～
三
世
紀

に
訳
経
者
達

に
よ

っ
て
漢
訳
さ
れ
、
受

容
さ
れ
は
じ
め
た
。

そ

れ
ら

漢
訳
仏

典
の
中
、
旧
訳

に
は
イ

ン
ド
系
原
文
の
改
変
、
補
削
が
多

い
。

こ

の
改
変

、
補
削
に
は
訳
者
の
語
学
力
や
思
想
的
立
場
あ

る
い
は
歴
史
的
事

情
の
反
映
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
改
変
の
傾
向
が
、
中
国
固
有
の
文
献
に

典
拠
が
あ
る
場
合
や
中
国

の
社
会

、
習
俗

に
結

び
つ
く
場
合
、
単
な
る
格
義

を
越
え
て
、
中
国
的
変

容
の
一
種
と

い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の

よ
う
な
見
方
で
、
梵
蔵
漢
（
旧
訳
中
心
）
の
比
較
考
察
に
よ
っ
て
仏
教
思
想
の

根
幹
を

な
す
空
思
想
を
中
心
に
、
そ
の
変
容
を
調

べ
、
そ

れ
が
後
世

に
与
え

た
影
響
の
一
端
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
資
料
の
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
既
出

の
レ
ジ
ュ
メ
に
譲
る
が
、
研
究
は
中
途
で
あ
り
、
旧
訳
と
い
っ
て
も
支
謙
が

主
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
資
料
は
時
代
や
地
域
間
の
落
差
が
あ
る
事
で
も
あ

り
、

直
接
比
較

す
る
の
に
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
①
梵
蔵
漢
間
の
対
応
部
分

に

朝
　
山
　
幸
　
彦

お

い

て

関

説

す

る

主

題

が

同

一

で

あ

れ

ば

比

較

す

る

、

②

個

々

の

経

典

の

形

態

的

背

景

的

考

察

は

比

較

以

前

に

必

要

で

あ

ろ

う

が

、

直

接

比

較

を

通

じ

て

寧

ろ

真

意

が

究

明

さ

れ

る

こ

と

も

あ

り

、

訳

者

問

題

、

訳

経

順

な

ど

も

今

は

詮

索

し

な

い

（

特

に

支

謙

訳

等

の

初

期

資

料

を

評

価

、

解

読

し

は

じ

め

た

の

は
、
宇
井
伯
寿
以
外
に
は
末
木
文
美
士
、
丘
山
新
氏
等
の
最
近
の
事
で
、
中

国

で

は

評

価

は

早

か

っ

た

よ

う

だ

）
。

以

下

、

旧

訳

に

お

け

る

空

思

想

変

容

の

基

本

的

特

色

を

項

目

に

順

次

か

か

げ

、

論

拠

の

大

要

を

紹

介

し

た

い

。

空

思

想

（

関

係

説

）

は

次

の

様

に

理

解

変

容

さ

れ

た

。Ｉ
　

正

反

否

定

の

弁

証

法

（

そ

し

て

合

）

へ

の

整

備

八

千

頌

（

Ａ

．
　Ｐ

．
　
ｐ

．
　
１
５
０

　ｅ

ｄ
．
　
Ｖ

ａ

ｉ
ｄ
ｙ

ａ

）
「
（

空

）

智

に

愛

著

し

な

い

（
ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｎ
ａ
-

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｙ
a
m
　
ｎ
ａ
ｂ
ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
s
a
m
　
ｋ
ａ
ｒ
ｏ
ｔ
ｉ
）
 
」
を
大
明
度
経
、
道
行
般
若
経
で
は

（

ｂ
ｑ

ｙ



「

無

所

適

莫

」

と

す

る

。

無

所

適

（

＝

敵

）

を

付

加

し

て

い

る

。

こ

れ

は

論

語

里

仁

の

句

で

、

弁

証

法

的

な

の

は

論

語

並

び

に

荘

子

の

影

響

に

依

る

よ

う

で

あ

る

。

因

み

に

こ

の

無

所

適

莫

は

大

阿

弥

陀

経

、

平

等

覚

経

、

維

摩

詰

経

。
太

子

瑞

応

経

、

法

鏡

経

等

に

広

く

用

い

ら

れ

た

。

用

法

と

し

て

、

義

の

実

践

を

「

合

」

と

す

る

実

践

の

弁

証

法

で

あ

る

が

、

別

に

主

に

存

在

の

弁

証

法

が

多

い

。

こ

れ

ら

は

対

立

す

る

二

項

の

否

定

（

＝

低

次

元

の

否

定

）

を

経

て

、

高

次

元

を

開

示

す

る

事

で

あ

っ

た

よ

う

だ

。

無

所

適

莫

へ

の

整

備

ば

か

り

で

な

く

、

多

様

な

弁

証

法

的

整

備

が

見

ら

れ

る

。

Ｓ

．
　
Ｖ

．
　（
ｃ

ｈ
ａ
ｐ

．
　
３
５
，
　
ｐ

．
　
４
９
，
　
ｐ
ａ
ｒ

　
Ａ

．

Ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｇ
ａ
）
「
（
浄
土
人
は
）
三
十
二
相
を
具
え
た
五
体
満
足
（
ｐ
ａ
ｒ
 
ｉ
ｐ
ｕ
ｒ
 
n
ａ
ｇ
ａ
ｔ
ｒ
ａ
）

あ

り

」

と

さ

れ

て

い

る

が

、

大

阿

弥

陀

経

以

下

の

旧

訳

で

は

「
（

乳

養

の

者

な

く

）

非

世

間

人

非

天

上

人

で

虚

無

無

極

の

身

体

を

受

く

（

取

意

）
」

と

な

っ

て

い
る
。
存
在
の
枠
内
思
考
で
は
な
い
S
.
V
.
に
は
、
空
化
を
経
た
形
象
表
現

の

た

め

、

自

然

な

形

象

表

現

を

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

が

、

旧

訳

で

は

上

昇

指

向

の

存

在

の

弁

証

法

を

介

し

て

、

虚

無

に

し

て

無

極

な

る

実

在

を

開

示

し

て

い

る

。

空

を

無

的

実

在

（

究

極

位

の

）

と

解

し

た

り

、

存

在

の

弁

証

法

と

解

し

た

傾

向

が

強

い

。

八

千

頌

で

具

体

的

な

空

思

想

を

述

べ

て

い

る

部

分

を

、

大

明

度

経

で

は

全

く

意

識

的

に

改

変

し

て

、

梵

本

に

な

い

形

而

上

的

実

在

と

し

て

の

本

無

の

解

説

を

挿

入

し

て

い

た

こ

と

は

既

に

論

じ

た

。

そ

の

本

無

が

荘

子

か

ら

の

造

語

で

、

正

反

否

定

を

介

し

て

表

現

さ

れ

た

究

極

位

の

実

体

の

よ

う

で

あ

る

。

同

じ

く

道

行

般

若

経

で

も

継

承

さ

れ

、

羅

什

訳

小

品

般

若

経

に

至

っ

て

改

め

ら

れ

た

。

こ

れ

ら

高

次

存

在

の

表

現

は

虚

無

無

極

、

本

無

や

無

の

よ

う

に

老

荘

用

語

で

あ

り

、

弁

証

法

を

経

た

無

的

性

質

を

も

ち

、

人

格

性
、
個
別
性

や
自
然
性
が
捨
象
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
が
特
色
で

あ
る
。
こ

う
し
た
捨
象
は
、
捨

象
さ
れ
た
側
の
問
題
と
と
も

に
、
不

二
（
＝
空
）
の
理

解
に
も
制
約
を
与
え

る
。
空
が
「
二
に
し

て
不
二
」
で

は

な

く
、
「
統
一
」

の
不
二
と
と
ら
え
た
よ
う
だ
。
こ
の
点
は
ダ
ー
ク
ボ
ッ
タ
が
中
国
人
の
思
考

傾
向
と
既
示
と

の
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
後

の
本
無
義
の
原
型

で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
空
の
理
解
傾
向

は
あ
る
い
は
訳
者

た
ち
の
無
意
識

な
天

の
観
念
の
影
響
が
「
存
在
性
」
と

し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
支
謙
伝
に
は
「
天
生
此
物
（
＝
犬
）
」
と

あ

り
、

旧
訳

無
量
寿
経
三

訳
の
三
毒
五
悪

段
に
は
天
道
、
天

心
、
天
地
の
絶
対
性
が
伺
わ
れ
、
支
婁
迦

讖
や
康
僧
会
に
も
そ
れ
は
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
而
上

的
実
在
開

示

の
と
ら
え
方

に
よ
る
、
空
理
解
は
、
新
し
い
問
題
を
惹
起
す

る
。
前
述
の

よ
う
な
、
捨

象
さ
れ
た
否
定
的
と
さ
れ
る
存
在
の
問
題

は
勿
論
、
高
次
と
低

次
の
新

し
い
二

項
対

立
の
関
係
の
発
生
、
更

に
高
次
元

と
実
践
者
と
の
連
絡

や
結

び
つ
き
の
問
題

等
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ

は
具
体
的
内

容
を
も
つ
空
思

想
を
旧
訳
者

た
ち
が
抽
象
の
側
面
ば
か
り
に
注
目
し
た
理
解
の
故
で
あ
り
、

空
思

想
と
実
践
の
問
題
で
は
分
離
主
義
的
に
思
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ

た
の
か
も
知

れ
な
い
。
空
思
想
を
抽
象
的
弁
証
法
と
し
て
の
み

理
解
し
、
超

越
的
実

在
を
究
明
し

よ
う
と
し
た
の
は
、
空
思
想
を
制
約
す
る
こ
と
が
多
く

て
も
、
そ
の
逆
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
難

問
を
背

負
う
こ
と
と

な
っ
た
。

化限局の３説係関ぐ想思空
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Ⅱ
　
存
在
論
的
枠
内
で
の
理
解

旧

訳

で

は

空

を

非

有

と

解

し

、

目

標

と

し

て

の

涅

槃

、

仏

（

浄

）

土

や

現

存

在

物

を

先

住

的

に

存

在

肯

定

を

し

、

そ

れ

ら

が

非

有

と

解

し

う

る

場

合

は

訳

出

し

な

い

か

最

小

限

に

と

ど

め

た

と

受

け

と

れ

る

。

無

量

寿

経

系

旧

訳

三

本

で

は

、

浄

土

厳

存

と

し

、

後

の

指

方

立

相

観

に

連

な

る

原

型

を

示

し

て

い

る

。

平

等

覚

経

、

無

量

寿

経

（

大

経

）

の

讃

仏

偈

で

は

Ｓ

．
　Ｖ

．
　（
ｃ
ｈ
ａ
ｐ

．
　
４

　ｐ

．
　８
）

の

前

後

頌

で

は

内

容

一

致

す

る

の

に

、

第

８

頌

だ

け

は

全

く

改

変

さ

れ

て

訳

出
さ
れ
て
い
る
。
S
.
V
.
で
は
ｔ
ａ
ｓ
ｃ
ａ
　
ａ
ｓ
ａ
ｔ
ｔ
ｖ
ａ
ｔ
ａ
ｙ
ａ
ｖ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｈ
ａ
ｙ
ｉ
ｓ
ｙ
ｅ
と
あ
り
、

中
村
元
博
士
に
よ
っ
て
t
a
s
が
浄
土
を
指
す
か
（
極
楽
の
楽
も
指
す
か
）
に

読

ま

れ

、

準

原

典

の

蔵

訳

の

解

説

で

も

同

様

に

読

め

る

の

で

、

浄

土

の

空

性

と

そ

れ

の

受

け

と

め

に

よ

る

清

浄

化

の

空

思

想

を

あ

ら

わ

し

て

い

る

。

前

掲

二

経

は

逆

に

浄

土

の

厳

存

と

讃

美

に

終

始

す

る

改

変

を

し

て

い

る

。

Ｓ

．
　
Ｖ

．

の

対

応

の

な

い

三

毒

五

悪

段

に

は

「

易

往

無

有

人

」

と

あ

り

「

浄

土

は

あ

る

け

れ

ど

（

修

行

が

足

り

な

い

た

め

）

往

く

人

が

な

い

（

取

意

）
」

と

表

現

さ

れ

て

い

る

。

維

摩

経

を

見

る

と

支

謙

訳

を

除

い

て

、

他

三

訳

は

「

仏

土

と

有

情

の

実

在

を

い

わ

な

い

（

蔵

訳

長

尾

雅

人

博

士

の

和

訳

の

取

意

）
」

の

に

、

維

摩

詰

経

の

み

「

仏

土

は

有

で

、

人

は

有

で

も

所

行

が

無

（

取

意

）
」

と

改

変

し

て

い

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

仏

土

先

住

、

厳

存

が

前

提

で

あ

ろ

う

。

あ

る

い

は

旧

訳

の

主

な

傾

向

か

も

知

れ

な

い

。

蔵

訳

「

国

土

の

清

浄

が

そ

の

よ

う

で

あ

る

よ
う
に
（
ｚ
ｉ
ｎ
　
ｙ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｓ
ｕ
　
ｄ
ａ
ｇ
　
p
a
　
j
i
 
ｌ
ｔ
ａ
　
ｂ
ｚ
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｕ
）
、
衆
生
が
清
浄
で
あ
る
こ
と

も
同
様
で
あ
る
（
ｓ
e
m
ｓ
　
ｃ
ａ
ｎ
　
ｙ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｓ
ｕ
　
ｄ
ａ
ｇ
　
ｐ
ａ
　
ｙ
ａ
ｎ
　
ｄ
ｅ
　
ｂ
ｚ
ｉ
ｎ
 
n
o
）
」
と
両
者

の

清

浄

関

係

は

類

比

の

意

味

を

表

わ

し

て

い

る

。

漢

訳

で

は

長

尾

雅

人

博

士

が

指

適

す

る

よ

う

に

、

順

序

と

理

解

し

て

い

る

。

維

摩

詰

経

で

は

「

已

に

仏

国

浄

ま

れ

ば

則

ち

人

物

も

浄

ま

る

」

と

す

る

。

次

に

非

有

の

不

訳

の

事

例

で

あ

る

。

八

千

頌

（

ｐ

．
　１

０
）
　
ａ

ｓ
ａ

ｍ

ｋ

ｈ
ｙ

ｅ

ｙ

ａ

　
m
a

ｙ

ａ

　
ｓ

ａ

ｔ
ｔ
ｖ

ａ

ｈ

　

ｐ

ａ

ｒ

ｉ
ｎ

ｉｒ

ｖ

ａ

ｐ

ａ

ｙ

ｉ
-

ｔ
ａ
ｖ
ｙ
ａ
　
ｉ
ｔ
ｉ
/
ｎ
ａ
　
ｃ
ａ
　
ｔ
ｅ
　
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
　
ｙ
ｅ
ｉ
ｒ
ｙ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｉ
ｒ
ｖ
ａ
ｐ
ａ
ｙ
ｉ
ｔ
ａ
ｖ
ｙ
ａ
　
ｉ
ｔ
ｉ
/
ｓ
ａ
　
ｔ
ａ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ａ
h
 
ｓ
ａ
ｔ
ｔ
ｖ
ａ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｉ
ｒ
ｖ
ａ
ｐ
ａ
ｙ
ａ
ｔ
ｉ
/
ｎ
ａ
　
ｃ
ａ
　
ｓ
ａ
　
ｋ
ａ
ｓ
ｃ
ｉ
ｔ
　
ｓ
ａ
ｔ
ｔ
ｖ
ｏ
　
ｙ
ａ
h

ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｉ
ｒ
ｖ
ｒ
ｔ
ｏ
　
ｙ
ｅ
ｎ
ａ
　
ｃ
ａ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｉ
ｒ
ｖ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
/
大
明
度
経
「
吾
は
当
さ
に

無

央

数

人

を

滅

度

し

て

、

已

に

無

量

無

数

の

人

民

を

度

し

、

皆

泥

疸

を

得

た

。

其
の
無
の
法
を
知
れ
ば
、
滅
度
を
得
る
当
し
と
也
。
」
梵
漢
①
②
③
の
傍
線
部

は

一

致

す

る

。

八

千

頌

の

中

間

部

「

涅

槃

な

い

し

涅

槃

人

が

実

在

し

な

い

（

取

意

）
」

は

大

明

度

経

に

な

い

。

こ

の

事

例

は

繰

返

し

て

あ

り

、

道

行

般

若

経

も

同

様

で

あ

る

。

同

じ

く

現

実

に

存

在

す

る

五

蘊

の

非

有

は

訳

さ

な

い

。

八

千

頌

（

ｐ

．
　１
７
０

）
　
ｒ

ｕ

ｐ

ａ

ｍ

　
ｈ

ｉ
　ｓ

ｕ

ｂ

ｈ
ｕ

ｔ
ｅ

　
ｇ

ａ

ｍ

ｂ

ｈ

ｉ
ｒ
a
m

…

…

ｙ

ａ

ｔ
ｒ
ａ

　
ｓ
ｕ

ｂ

ｈ
ｕ

ｔ
ｅ

ｎ
ａ
　
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
ｍ
，
　
ｉ
ｙ
a
m
　
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ｙ
ａ
　
ｇ
ａ
ｍ
ｂ
ｈ
ｉ
ｒ
ａ
ｔ
ａ
/
…
…
ｎ
ｉ
ｒ
ｖ
ａ
ｎ
ａ
ｍ
　
ｃ
ａ
　
ｓ
ｕ
ｃ
ｉ
ｔ
a
m
．

〔

色

の

甚

深

と

そ

れ

の

非

在

の

甚

深

を

空

智

（

取

意

）

と

さ

れ

て

い

る

〕

大

明

度

経

「

明

痛

痒

思

想

生

死

識

甚

深

。

・

…

…

如

本

無

爾

故

甚

深

。

・

…

…

便

為

泥

疸
」
（
道
行
般
若
経
も
ほ
ぽ
同
じ
）
。
旧
訳
は
（
イ
）
五
蘊
の
非
有
を
訳
出
し
て
い
な

い
。
（
ロ
）
五
蘊
が
本
無
の
如
く
無
的
実
在
の
故
に
甚
深
と
寧
ろ
実
在
性
の
意
味

を
本
無
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
と
と
れ
る
。
（
ハ
）
従
っ
て
非
実
体
と
し
て

と

ら

え

る

こ

と

の

甚

深

性

を

見

失

っ

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

旧

訳

の

存

在

論

的
理
解
の
仕
方
は
、
空
の
三
義
の
即
色
義
―
―
実
体
性
否
定
の
空
義
―
―

の

成

立

を

道

安

ま

で

ま

た

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

旧

訳

が

関



係

説

を

全

く

理

解

し

て

い

な

か

っ

た

と

い

う

の

で

は

な

い

。

存

在

性

の

虚

構

を

は

ぎ

と

っ

て

根

本

無

を

本

無

と

し

て

、

と

ら

え

基

底

に

す

え

て

さ

え

い

る

と

思

わ

れ

る

。

し

か

し

そ

れ

も

有

か

ら

無

に

比

重

を

移

し

て

の

本

質

論

に

外

な

ら

な

い

。

有

か

無

か

の

枠

組

み

の

中

で

考

察

し

て

い

た

よ

う

だ

。
（
有

也

無

也

の

用

語

は

こ

こ

に

由

来

す

る

ら

し

い

。
）

存

在

論

的

な

枠

の

中

で

、

空

を

理

解

し

よ

う

と

す

る

と

、

存

在

を

構

造

化

な

い

し

序

列

化

し

て

、

二

項

対
立
構
造
の
残
有
の
問
題
も
未
解
決
と
な
ろ
う
か
。
S
.
V
.
（
ｃ
ｈ
ａ
ｐ
.
　
２
０
）
「
天

と

人

と

の

区

別

は

な

い

（
取

意
）
ｎ
ａ
 
ｃ
ａ
　
ｔａ
ｔｒ
ａ
　
ｌｏ
ｋ
ａ
ｄ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
ｕ

　
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｎ
ａ
ｍ

ｍ
ａ
ｎ
ｕ
s
y
a
n
ａ
ｍ
　
ｖ
ａ
 
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ｖ
a
m
 
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
」
と
空
的
で
あ
る
。
旧
訳
で
は
「
世

俗

で

王

と

乞

食

（
各
自

の
過

去

の
行

為

の
違

い

に
よ

る

報

い

の
差

異

化

）

に

面

目

の

美

醜

の

差

が

あ

る

よ

う

に

、

浄

土

人

と

天

人

に

は

差

が

あ

る

（
取

意

）
。」
と

改

変

す

る

。

そ

う

し

て

浄

土

人

の

面

目

は
（
他

化

自

在

）
天

よ

り

二

位

も

上

位

と

す

る

。

更

に

浄

土

人

と

浄

土

辺

住

人

と

も

辺

住

に

よ

る

差

別

を

加

え

た

。

こ

れ

は

空

思

想

か

ら

見

れ

ば

明

ら

か

に

後

退

現

象

で

あ

る

。

更

に

、

旧

訳

で

は

求

道

者

の

究

極

的

境

位

に

荘

子

刻

意

篇

か

ら

「
自

然

無

為

（
虚

無

空

立

、

恢

安

無

欲

）
」

を

採

用

し

、

そ

の

下

位

に

弁

証

法

的

「
無

所

適

莫

」

を

論

語

か

ら

採

り

い

れ

て

い

る

。

両

者

と

も

に

空

思

想

と

さ

れ

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

れ

は

中

国

老

荘

的

境

位

の

無

を

最

上

位

に

お

き

、

イ

ン

ド

的

空

を

次

位

に

配

置

す

る

一

種

の

構

造

化

で

あ

る

。

無

所

適

莫

た

る

空

に

は

未

だ

実

践

性

の

意

味

が

残

さ

れ

て

い

る

が

、

自

然

無

為

に

は

「

為

さ

ざ

る

無

し

」

で

あ

っ

て

、

旧

訳

者

た

ち

が

中

国

思

想

上

位

で

あ

り

、

空

亦

復

空

的

理

解

も

も

っ

て

い

た

と

解

し

う

る

。

こ

の

自

然

無

為

の

言

句

は

大

明

度

経

、

道

行

般

若

経

、

維

摩

詰
経

、
本

業
経

な

ど

に
も

用

い
ら

れ
て

い

る
。

八

千
頌

（
Ｐ
．
　１
６
１
）
で

は

、
具

①
は
凡
夫
地
も
…
…
仏
地
も
各
々
真
相

の
地
で
あ

る
。
②
の
訳

は
「
そ
れ
ら

す
べ
て
の
地
は
真

相
地
と

は
不
二
で
あ
り
、
二
つ

に
分
け
ら
れ
ず
、
区
別

さ

れ
ず
、
区
別
を
は
な
れ
て
い
る
と
（
菩
薩

は
）
考
え
て
、
そ
の
真
相
そ
の
も

の
の
本
性
に
は
い

っ
て
い
く
。
真
相
の
中

に
と
ど
ま
り
な
が
ら
、
真
相
を
区

別
せ
ず
、
思
惟
し
な
い
、
そ
う
い
う
よ
う
に
は
い
っ
て
い
く
。」
③

は
趣
旨
で

あ
る
が
、
真
相

の
ま
ま
に
聞
き
、
迷
わ
ず
（
確

信
し
て
）
実
践
へ
と
す
す
む

と
い
う

。
大
明
度
経
、
道
行
般
若
経
「
倒
逮
得
禅
者

の
如
く
不
動
不
揺
な
り

㈲
応
儀
地

の
如
く
㈲
縁
一
覚
地
の
如
く
㈲
仏
地

の
如
く
脚
本
無
の
如
く
終
に

不
動

な
り
。」
と
各
地
を
各
々
固
定
的
に
し
、
仏
地

の
あ
と
に
本
無

を
別
立
し

た
。
①
本
無

が

ｔａ
ｔｈａ
ｔａ

で
あ

る
と
す
る
と
、
仏
地
以
下

は
真
相
と

の
関
係

は
薄

い
か
不
明
と
な

る
か
、
本
無
だ
け
が
真
相

に
解

さ
れ
や
す
い
。
す
る
と

序
列
的

に
改
変

さ
れ
て
い
る
。
②
は
「
国

仏
は
本
無

を
説
く
。
聞
者

よ
。
㈲
非

虚
空

に
し
て
㈲
本
無

は
不
言
な
り
倒
本
無
は
是

れ
所
有

な
り
倒
本
無

は
本
の

如
し
、
亦
㈲
非
と
言
わ
ず
」
と
あ
り
、
八
千
頌
の
具
体
的
空
の
内

容
を
訳
さ
ず
、

化限局の３説係関ぐ想四
ｑ

ｙ

ｑ

ｙ

体
的
空
思

想
も
い
わ
れ

る
。



根

源

的

実

在

と

し

て

の

本

無

の

解

説

に

改

変

し

て

い

る

。

③

は

空

の

実

践

で

あ

る

が

、

旧

訳

は

更

に

実

行

上

も

改

変

を

す

る

。

「

其

の

所

言

は

誠

に

し

て

。

凡

夫

に

軌

せ

ず

、

…

…

道

の

逆

作

を

観

視

せ

ず

…

…

」

等

と

い

う

。

「

言

は

誠

」

は

孟

子

離

婁

篇

等

か

ら

で

あ

ろ

う

し

、

「

凡

夫

に

軌

せ

ず

」

は

八

千

頌

の

凡

夫

地

と

真

相

と

を

不

二

と

等

視

す

る

の

と

は

逆

の

、

凡

夫

を

軽

視

す

る

序

列

意

識

が

働

い

て

い

る

。

「

道

の

逆

作

を

観

視

せ

ず

」

と

は

道

の

順

行

を

い

う

老

荘

思

想

の

適

用

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

八

千

頌

で

は

「

他

人

が

し

た

こ

と

と

し

な

か

っ

た

こ

と

を

見

と

が

め

な

い

」

と

い

う

具

体

的

空

で

あ

っ

た

。

以

上

仏

地

よ

り

上

位

に

本

無

と

い

う

荘

子

よ

り

の

実

在

を

配

置

し

、

そ

の

解

説

を

割

り

こ

ま

せ

て

形

而

上

性

を

語

り

、

具

体

的

空

の

内

容

は

抽

象

化

さ

れ

構

造

化

序

列

化

さ

れ

て

い

た

。

そ

の

理

由

は

何

よ

り

も

実

体

主

義

的

理

解

に

由

来

す

る

の

で

な

か

ろ

う

か

。

維

摩

詰

経

で

は

「

以

浄

観

垢

」

を

蔵

訳

や

羅

什
、
玄
奘
訳
の
「
分
別
し
な
い
（
＝
空
的
、
蔵
訳
で
は
ｒ
ｎ
ａ
ｍ
　
ｐ
ａ
ｒ
　
m
i
　
ｒ
ｔ
ｏ
ｇ
）
」
に

当

て

て

い

る

。

更

に

、

蔵

訳

、

二

漢

訳

で

「

心

は

本

来

清

ら

か

で

す

（

取

意

）
」

と

い

う

個

所

を

、

支

謙

訳

の

み

「

寧

ぞ

復

だ

汚

を

浄

に

復

な

ら

し

む

べ

け

ん

や

」

と

二

項

対

立

の

固

定

的

構

造

に

改

変

し

。

論

語

的

エ

ー

ト

ス

が

伺

わ

れ

る

。

蔵

訳

や

羅

什

、

玄

奘

訳

の

「

よ

い

行

い

も

悪

い

行

い

も

な

く

な

っ

て

し

ま
う
も
の
で
は
な
い
（
蔵
訳
、
ｄ
ｇ
ｅ
　
ｓ
ｄ
ｉ
ｇ
　
ｌ
ａ
ｓ
　
ｃ
ｉ
h
a
n
　
ｃ
ｈ
ｕ
ｄ
　
m
i
　
ｚ
ａ
）
」
と
い
う

趣

旨

を

、

支

謙

訳

の

み

「

仏

の

如

く

清

浄

に

し

て

悪

形

な

し

（

取

意

）
」

と

改

変

し

た

の

は

、

悪

に

も

転

換

の

可

能

性

を

見

よ

う

と

す

る

イ

ン

ド

原

本

的

考

え

方

に

対

し

て

。

支

謙

訳

は

上

下

構

造

的

で

悪

排

除

の

差

別

的

と

ら

え

方

を

伺

わ

せ

る

。

こ

の

よ

う

な

構

造

的

と

ら

え

方

は

、

空

思

想

と

は

逆

方

向

か

も

知

れ

な

い

。

八

千

頌

（
ｐ

．
　２
３
６
）

「

善

と

不

善

の

法

の

累

績

が

無

量

で

あ

る

こ

と
か
ら
（
ｋ
ｕ
s
ａ
ｌ
ａ
ｋ
ｕ
s
ａ
ｌ
ａ
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
m
a
ｓ
ａ
ｍ
ｃ
ａ
ｙ
ａ
ｐ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ａ
ｙ
ａ
）
、
〔
空
〕
智
慧
の
完

成
も
無
量
で
あ
る
（
ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｎ
ａ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｐ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ａ
）
」
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た

善

悪

に

関

し

て

転

換

可

能

の

と

ら

え

方

が

イ

ン

ド

系

原

本

の

、

空

思

想

で

あ

ろ

う

。

支

謙

訳

の

改

変

に

見

ら

れ

る

上

下

固

定

構

造

的

で

、

悪

排

除

の

と

ら

え

方

で

は

、

実

践

の

場

合

空

思

想

を

ど

う

考

え

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

大

阿

弥

陀

経

や

平

等

覚

経

で

は

諸

行

往

生

と

い

わ

れ

、

作

善

得

福

の

原

理

で

浄

土

専

著

を

説

く

。

三

毒

五

悪

段

で

も

以

善

攻

悪

や

去

悪

就

善

の

二

項

対

立

内

で

の

実

践

を

い

う

。

支

謙

は

そ

の

構

造

の

ま

ま

で

、

浄

土

で

よ

り

現

実

で

の

実

践

を

高

く

評

価

す

る

の

で

あ

る

。

浄

土

専

著

と

い

う

方

向

を

転

換

し

て

、

現

土

で

の

菩

薩

行

の

実

践

を

意

義

づ

け

る

。

こ

の

浄

土

専

著

の

固

定

化

を

突

破

し

た

の

も

、
方

向

転

換

も

一

種

の

空

化

で

あ

ろ

う

。

こ

の

「

現

土

で

の

一

善

は

浄

土

で

の

百

千

善

に

勝

る

（

取

意

）
」

と

い

う

考

え

方

は

維

摩

詰

経

や

大

明

度

経

に

も

見

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

八

千

頌

や

旧

訳

に

も

多

数

の

類

例

が

あ

る

か

ら

、

イ

ン

ド

所

産

の

考

え

方

で

あ

る

。

こ

の

方

向

転

換

に

よ

っ

て

虚

無

化

へ

の

往

生

で

は

な

く

、

現

実

の

実

践

が

と

り

も

ど

さ

れ

得

た

で

あ

ろ

う

し

、

大

明

度

経

、

道

行

般

若

経

で

は

、

本

無

へ

の

還

元

説

に

よ

っ

て

、

実

践

の

問

題

に

対

し

て

あ

る

種

の

解

決

を

し

よ

う

と

、

旧

訳

者

は

改

変

し

た

よ

う

だ

。

い

ず

れ

に

し

て

も

硬

直

化

、

固

定

化

し

て

ゆ

く

構

造

や

枠

組

み

に

柔

軟

性

を

取

り

い

れ

る

一

方

法

か

も

知

れ

な

い

。

「

空

」
が

八

千

頌

の

繰

返

す

よ

う

に

無

限

定

的

で

あ

る

と

す

る

と

、

高

次

存

在

の

開

示

と

か

構

造

化

と

か

は

一

種

の

制

約

で

も

あ

ろ

う

か

。

し

か

し

固

定

化

の

突

破

と

か

虚

無

へ

の

方

向

を

現

実

に



転
回

す
る
と

い
う
空
的
思
想
の
展
開
は
旧
訳
者

の
仕
事
で
あ

っ
た
。
現

実
重

視

の
中
国

の
人

々
に
は
受
け

容
れ
や
す
い
上
、
仏
教

が
そ

の
後
、
継
続
す
る

の
に
有

効
で
あ

っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

Ⅲ
　
部
分
化
さ
れ
た
空

大
阿
弥
陀
経

、
平
等
覚
経
そ
し
て
無
量
寿
経
で

は
、
浄

土
の
厳

存
を
い
う
。

し
か
し
浄
土
人

の
身
体
を
空
化
し
た
よ
う
に
、
浄
土
の
部
分
即

ち
華
や
乱
風

や
飲
食
や
華
香
等

を
非
世
間
、
非
天
上
的
で
あ
る
と
正
反

の
否
定

を
介
し
て

表
現

し
て

い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
浄
土
厳
存
と
い
う
総
体
的
基
盤

の
上

に
、
浄
土
の
資
具
の
空
化
を
配
置
し
て
い
る
。
S
.
V
.
に
資
具
は
述
べ
て
も
、

そ

の
空
性

は
い
わ
な
い
。
訳
者
達

の
付
加
で
あ
ろ
う
。
こ
の
浄
土
資
具
の
空

化

は
、
浄
土
人
に
と
っ
て

は
楽
を
も
た
ら
す
欲
望
の
対
象
と
な
る
も
の
で

も

あ

っ
た
。
そ
こ
で
浄
土
人

が
対
象
へ
の
欲
望

に
ひ
き
ず
ら
れ
な
い
と
同
時

に

浄

土
の
清
浄
性

（
＝
空
的
）
を
意
味
づ
け
よ
う
と
す
る
た
め
の
資

具
の
空
化

が
行

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更

に
「
心
の
中
で
の
空
化
」
と

い
う
部
分
化

は

維

摩
詰
経

に
見
ら
れ
る
。
空
と

シ
ノ

ニ
ム
で
あ
る
不

二
に
入
る
章
で

は
「
慮

と

知
と

を
二
と
為
す
。
当

さ
に
不

慮
を
以

っ
て
不

知
な
り
。
諸
法

に
於
い
て

念
作
し
而
し
て
行
は
不
念

に
て
作
せ

者
、
是

れ
不

二
に
入

る
」
と
い
う
。
蔵

訳
の
相
当
箇
所
の
前
半
部
分

は
対
応
す

る
か
ら
一
部
関
係
的
で
あ
る
。
し
か

し
後
半
部
は
改
変

さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
後
半
と

は
「
対
象
に
対

し
て
思

い

を
め
ぐ
ら
し
て
。
而
し
て
実
践
で
は
念
ぜ
ず

に
行
う
（
取
意
）」
と
読

め
る
。

と

す
れ
ば
実
践
以

前

に
は
対
象
に
対

し
て
念
を
作
し
、
当
座
時

に
は
心
を
空

に
し
て
実
践
に
当

る
の
が
不
二
に
入
る
こ
と
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
践

の
時
だ
け

、
対
象
意
識
を
空
化
す
る
と
い
う
一
種
の
部
分
空
と

い
え
よ
う
。

こ
の
不
二

は
主
知
的
で
儒
教
の
傾
向
を
反

映
し
て
い
る
。
同
じ
く
不
二
入
品

で
は
「
有

と
受
と

を
二
と
為
す
。
如

し
不
受

な
れ
ば
、
則
ち
無
得
な
り
。
無

得
者

、
不
作

に
し
て
淵
な
り
。
無
作
を
以
て
無
馳
駸
な
れ
者
、
不
二
入
」
と

あ
る
。
老
子
特
有

の
タ
ー
ム
で
不
二
入

空
を
表
わ
し
て

い
る
。
特
に
「
無
馳

裂

な
れ
ば
」

は
老
子
十
二
章
に
あ
り
。
獲
物
を
求
め
て
原
野
を
か
け
巡

る
の

原
意

だ
そ
う
で
あ
る
か
ら
「
対

象
を
求

め
て
心
を
か
け
め
ぐ
ら
さ
な
い
」
不

二
入
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
直
前
の
実
践
を
求
め
る
の
と
は
異

な
る
消
極
的

な
空
で
あ
ろ
う
。
蔵
訳

な
ど
の
外
三
訳
は
分
別

の
問
題
を
扱
っ
て

い
る
の
で
、

支
謙
は
全
面
的
改
変
と
い
え

よ
う
。
こ
れ
ら

は
後
の
心
無
義

に
連
な
る
原

型

を
保
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
（
日
本
人

に
膾
炙
し
て
い
る
心
の
無
化
と
も
関

連
す
る
で

あ
ろ
う
か
）
。

Ⅳ
　

相

対

性

と

し
て

の

空

大
阿
弥
陀
経
の
作
善
得
福

の
福

に
は
（
三
毒
五
悪
段
で

は

あ

る

が
）
、
長

寿
、
上
天
、
度
世
と
仏
教
の
泥
■
と
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。
長
寿
や
度
世
が

道
教
系
、
上
天

も
神
仙
思
想
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
旧
訳
内

で
は
共
通

の
事
例
で
あ

っ
た
。

大
阿

弥
陀
経
と
平
等
覚
経
に
は
阿
闍
世
王
と
そ
の
弟
子

た
ち
の
成
仏
挿

話

が
あ
り
、
彼
等

の
成
仏

が
「
阿

弥
陀
仏

の
如

し
」
と

さ
れ
、

絶
対
的

な
阿

弥
陀
仏
と

は
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
更

に
彼
等
の
成
仏
が
「
是
れ
共

に
相

い

化限局のＩ説係関ぐ想思空
１０１



値
う
な
り
」
と
相
対
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
二
事
例
は
S
.
V
.

に
は
見
当
ら
な
い
。
逆
に
S
.
V
.
 
ｃ
ｈ
ａ
ｐ

．

１

６

に

は

七

宝

樹

の

荘

厳

が

交

互

因

果

的

に

表

現

さ

れ

、

旧

訳

に

も

相

当

箇

所

が

あ

る

が

、

以

下

は

旧

訳

の

み

の

付

加

で

あ

る

。

「

…

…

是

七

宝

樹

転

共

相

成

。

種

種

各

自

異

。

行

行

相

値

。

茎

茎

自

相

准

。

枝

枝

自

相

値

。

葉

葉

自

相

向

。

華

華

自

相

望

。

実

実

自

相

当

」

（

三

訳

大

略

同

じ

）

。

こ

れ

ら

は

各

存

在

の

相

対

的

評

価

と

必

要

性

を

積

極

的

に

認

め

て

い

る

も

の

に

外

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

。

亦

、

思

想

的

な

相

対

観

も

汲

み

と

れ

る

。

大

明

度

経

以

下

の

旧

訳

三

訳

で

は

「

（

空

智

の

教

え

は

）

如

須

弥

巓

埼

宝

各

異

。

如

釈

梵

各

自

有

教

。

・

…

…

」

の

よ

う

に

、

釈

も

梵

も

各

自

教

有

り

と

読

め

る

。

八

千

頌

の

相

当

個

所

は

物

質

存

在

の

肯

定

容

認

を

詳

説

し

て

お

り

一

致

し

な

い

の

で

、

旧

訳

の

改

変

と

思

わ

れ

る

。

空

思

想

に

基

づ

く

相

対

観

は

八

千

頌

（

ｃ

ｈ
ａ
ｐ

． 　

１
６

）

で

ｙ

ａ

　
ｃ
ａ

　
ｔ
ａ

ｔ

ｈ
ａ

ｇ

ａ

ｔ
ａ
-

ｔ
ａ

ｔ

ｈ
ａ

ｔ
ａ

，
　
ｙ

ａ

　ｃ
ａ

　ｓ
ａ

ｒ

ｖ

ａ

ｄ

ｈ
ａ

ｒ
m
a

　
ｔ
ａ

ｔ
ｈ

ａ

ｔ
ａ

，
　ｓ
ａ

ｉ
ｖ

ａ

　ｓ
ｕ

ｂ

ｈ
ｕ

ｔ
ｅ

ｈ

　
ｓ

ｔ
ｈ

ａ

ｖ

ｉ
ｒ
ａ

ｓ

ｙ

ａ

ｔ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
/
と
い
わ
れ
、
各
個
が
真
相
と
し
て
同
等
と
す
る
。
あ
る
い
は
究
竟

位

的

に

各

自

が

同

じ

で

あ

る

と

す

る

。

自

他

の

真

相

と

し

て

の

容

認

と

恐

ら

く

自

の

み

の

絶

対

性

の

否

認

と

い

う

徹

底

性

が

想

定

さ

れ

う

る

。

先

の

旧

訳

が

付

加

し

た

相

対

化

の

思

想

は

寧

ろ

有

る

か

ら

容

認

す

る

と

い

う

歴

史

性

や

現

実

容

認

に

由

来

す

る

の

か

も

知

れ

な

い

。

と

す

る

と

旧

訳

者

達

の

意

識

に

、

荘

子

の

万

物

斉

同

説

－

方

生

説

が

あ

る

い

は

作

用

し

て

い

た

の

か

も

知

れ

な

い

が

、

根

拠

は

挙

げ

ら

れ

な

い

。

維

摩

詰

経

も

相

対

観

を

も

っ

て

い

る

こ

と

は

、

論

証

で

き

る

。

不

二

入

品

で

不

二

入

（

＝

空

）

に

相

異

な

る

内

容

が

考

え

ら

れ

、

そ

れ

ら

を

ま

と

め

う

る

「

沈

黙

」

を

意

識

的

に

省

略

し

て

し

ま

つ

た

か

ら

で

あ

る

。

前

掲

の

不

二

の

二

例

は

、

①

行

ず

る

場

合

の

み

で

の

空

（
不

念

）
、

②

心

中

で

対

象

を

求

め

な

い

と

い

う

空

で

あ

り

、

蔵

訳

等

の

他

三

訳

を

支

謙

が

改

変

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

①

は

実

践

を

重

ん

ず

る

主

知

的

論

語

系

の

エ

ー

ト

ス

に

立

ち

、

②

は

老

荘

用

語

を

配

置

し

た

消

極

的

そ

れ

で

あ

る

。

更

に

老

荘

的

改

変

の

事

例

を

加

え

る

と

「

我

と

非

我

と

を

二

と

為

す

。

如

し

我

が

之

れ

を

不

得

な

ら

ば

、

非

我

を

何

ぞ

可

得

な

ら

ん

。

我

に

於

て

、

自

然

に

し

て

而

も

不

作

な

れ

ば

、

是

不

二

入

」

と

あ

り

、

傍

線

部

は

老

荘

用

語

で

、

自

然

而

不

作

の

空

と

は

③

消

極

的

だ

が

自

然

我

を

生

か

す

と

と

れ

よ
う
か
。
更
に
イ
ン
ド
系
原
文
の
関
係
的
不
二
入
を
④
弁
証
法
的
に
改
変
し
、

論

語

を

ベ

ー

ス

の

主

知

主

義

に

読

め

る

事

例

も

あ

っ

た

。
「

労

生

為

二

。

為

労
乗
者
。
其
於
生
也
。
弗
知
弗
楽
。
以
過
衆
知
而
色
欲
者
。
是
不
二
入
」
と

あ

る

が

、
傍

線

部

の

三

訳

の

相

当

箇

所

は

「

垢

の

本

性

を

究

明

す

る

と

（
ｙ
ｏ
ｎ
ｓ

ｓ
ｕ
　
§ｅ
ｓ
　ｎ
ａ
ｓ
）

浄

へ

の

盲

信

（
ｒ
ｌｏ
ｍ

　ｓ
e
m
ｓ
　ｓ
ｕ
）

も

な

く

な

る

」

と

、

垢

浄

を

関

係

的

に

と

ら

え

、

究

明

の

方

向

も

本

質

把

握

で

あ

る

こ

と

が

伺

わ

れ

よ

う

。

そ

れ

に

対

し

て

、

支

謙

訳

は

労

生

が

自

立

的

で

、

論

理

も

「

乗

つ

、

過

ぐ

（
＝
勝
ぐ
る
）
な
い
し
（
欲
の
）
受
（
動
）
化
」
の
方
向
で
あ
る
。
こ
こ
に
関

係

主

義

と

弁

証

法

の

ち

が

い

が

如

実

に

表

わ

さ

れ

て

い

る

が

、

不

二

入

と

し

て

は

、

衆

知

以

上

の

知

（
＝

主

知

）

で

か

つ

色

欲

は

受

動

的

（

＝

少

量

化

）

で
あ
る
と
、
統
一
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
。
も
し
各
自
①
―
④
ま
で
の
不
二
の

エ

ー

ト

ス

が

異

質

で

あ

る

と

す

る

と

各

不

二

は

相

対

的

に

考

え

ら

れ

て

い

る

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

う

し

て

、

各

不

二

が

各

々

異

質

で

統

一

さ

れ

た

完

成

内

容

と

す

る

と

、

沈

黙

の

局

面

を

省

略

し

た

支

謙

訳

で

は

、

局

限

化

さ



れ
た
空
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ン
ド
原
本
的
不
二
入
と
は
、
■
統
一
の
不
二
で
は

な
く
、
二
に
し
て
不
二
の
不
二
で
あ
る
こ
と
、
■
沈
黙
を
も
っ
て
、
そ
の
根

源
性
、
原

理
性
、
甚
深
性

を
内
蔵
し
て
い
る
と
と
れ
る
。
こ
う
し

た
綜
合
智

の
点
か
ら
も
各
自
化

さ
れ

た
支
謙
訳

の
不
二
は
部
分
化
し

て
い
る
の
で

は
な

い
だ
ろ
う

か
。
支
謙
訳
の
み
不
二
品

の
最
后
で
沈
黙

を
略
し
て
「
如
彼
所
言

皆

各
建
行
」
と
付
加
す
る
の

は
、
各
自
化
の
根
拠
で
あ
り
、

か
つ
言
行
一
致

の
実
践
化

を
明
言
し
て
い
る
。
支
謙
訳
を
は
じ
め
旧
訳
が
実
践
化
で
有
効
で

あ
っ
た
事
例
は
浄

土
系
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
空
的
浄
土
を
厳
存
化
し
、
荘

厳
部
分
を
空
化

し
た
訳
し
方

は
、
無
量
覚
を
阿
弥
陀
化
し
た
の
と
同
様
か
も

知
れ
な
い
。
更
に
三

毒
五
悪

段
の
付
加

に
よ
っ
て
、
統
治
的
道
徳
性
の
保
持

を
明

確
化

で
き
た
で

あ
ろ
う

か
。
少

な
く
と
も
当
時
の
中
国
の
人
々
に
と
っ

て
、
そ

の
受
容
に
有
効
で
あ
り
、
手

が
か
り
と
な

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
空
に

も
と

づ
く
智

が
八
千

頌

に
よ

っ
て

「
無
量
性
、
無
辺
性
と
か
甚
深
性
」

の
形

容
で
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
大
明
度
経
、
道
行

般
若
経

も
「
分

離
化
、

差
別
化
、
差
異
化

に
と
ど
ま

っ
た
固
定
化
す
る
と
ら
え
方
」
で

は
、
見
落
し

て
し
ま
う
も
の
に
つ
い
て
気
づ
い
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
系
原
本

が
人

々
に
無

分
別
智
を
奥
底
に
説
く
時
、
中
国
で

は
分
別
智
を
肯
定
し
そ

の
過
不
足

の
問

題
即
ち
。バ
ラ
ン
ス
（
＝
中
庸
的
）
問
題
に
改

変
し
て
し

ま
う

（
＝
存
在
論
的

か
）
。
そ
れ
は
日
本
人

の
エ
ー
ト
ス
と

類
似
し
て
い
る
よ
う
だ
。
過
分
別

が
批

判
さ
れ
、
少
な
す

ぎ
の
分
別

な
ら
ば
批

判
さ
れ
る
（
有
無
の
否
定
の
論
法
か
）
。

日
本
人
の
間
で

は
今

も
尚
、
年

相
応

の
分
別

を
い
う
。
「
若

い

の

に

分
別
く

さ
く
、
い
い
年
し
て
分
別
が

な
い
」
と

、
年
だ
け
に
局
限
化

し
た
、
無
分
別

智
の
変
形

な
の
だ
ろ
う
か
。

（
あ
さ
や
ま
・
ゆ
き
ひ
こ
、
倫
理
学
・
仏
教
学
、
北

海
道
教
育
大
学
教
授
）

化限局
の

り説係関ぐ想思空
－

Ｑ

．Ｗ

一

…
一
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